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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
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ざ
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す

    

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
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JAたかさき

年頭のご挨拶

代
表
理
事
組
合
長

五
十
嵐

　俊

　介

　新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
組
合
員
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　旧
年
中
は
、
Ｊ
Ａ
事
業
に
格
別
な
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
役

職
員
一
同
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　昨
年
も
世
界
経
済
の
不
確
実
性
が
続
く
中
、
気
候
変
動
に
よ
る
自

然
災
害
の
頻
発
、
資
材
・
燃
料
価
格
の
高
止
ま
り
、
物
流
の
混
乱
と

い
っ
た
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
が
一
段
と
厳
し
く
な
り
ま
し
た
。
Ｊ

Ａ
は
地
域
の
食
と
農
を
守
る
拠
点
と
し
て
、
組
合
員
の
所
得
増
大
と

地
域
の
暮
ら
し
を
支
え
る
使
命
を
胸
に
、
一
昨
年
の
県
大
会
で
決
議

し
た
「
持
続
可
能
な
農
業
の
実
現
」「
豊
か
で
く
ら
し
や
す
い
地
域

共
生
社
会
の
実
現
」「
協
同
組
合
と
し
て
の
役
割
発
揮
」
を
方
針
と

し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
本
年
も
継
続
し
て
、組
合
員
や
地
域
に「
な

く
て
は
な
ら
な
い
、
必
要
と
さ
れ
る
存
在
」
を
目
指
し
て
活
動
し
て

参
り
ま
す
。

　農
業
と
地
域
の
活
性
化
に
向
け
た
方
策
と
し
て
、
米
麦
の
品
質
向

上
や
野
菜
・
果
樹
・
畜
産
の
生
産
振
興
、「
高
崎
そ
だ
ち
」
の
ブ
ラ

ン
ド
化
に
よ
る
知
名
度
ア
ッ
プ
、
高
崎
う
ど
ん
・
高
崎
生
パ
ス
タ
な

ど
６
次
産
業
化
に
よ
る
消
費
拡
大
を
進
め
て
い
ま
し
た
が
、
昨
年
は

高
崎
浜
川
そ
ば
が
復
活
し
、
イ
ベ
ン
ト
で
提
供
し
好
評
で
し
た
。
今

年
は
提
供
す
る
商
品
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
も
増
や
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　金
融
・
共
済
事
業
で
は
、
高
崎
東
支
店
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

の
定
期
貯
金
で
は
多
く
の
皆
さ
ま
よ
り
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
目
標

達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
組
合
員
数
の
減
少
に
伴
い
貯
金
の
減

少
が
続
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
年
は
組
合
員
に
寄
り
添
っ
た
活
動

を
よ
り
一
層
高
め
て
い
く
所
存
で
す
。

　生
活
環
境
の
多
様
化
や
事
業
環
境
の
面
で
は
、
Ｊ
Ａ
運
営
も
さ
ら

な
る
改
革
と
、
利
用
者
満
足
度
の
向
上
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
地

域
に
と
っ
て
必
要
と
さ
れ
る
存
在
で
あ
る
に
は
、
総
合
事
業
の
メ
リ

ッ
ト
を
最
大
限
に
発
揮
し
、
健
全
で
強
固
な
運
営
体
制
を
整
え
る
こ

と
が
責
務
で
あ
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
Ｊ
Ａ
た
か
さ
き
の
将
来
ビ

ジ
ョ
ン
で
あ
る
「
組
合
員
に
寄
り
添
い
、地
域
の
発
展
に
貢
献
す
る
」

を
果
た
す
た
め
、
環
境
の
変
化
に
耐
え
得
る
各
種
事
業
機
能
の
高
度

化
・
専
門
化
に
取
り
組
み
、
役
職
員
が
一
体
と
な
っ
て
英
知
を
絞
り
、

皆
様
に
満
足
の
行
く
活
動
が
出
来
る
体
制
を
整
え
て
行
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　最
後
に
、
本
年
も
各
事
業
へ
の
ご
協
力
と
ご
支
援
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
新
し
い
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
幸
多
き

年
で
あ
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
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（全体運）緊張感を持って事に当たれば道が開けます。一つ一つ丁寧に前へ進めていきましょう。下旬に変化の兆しあり
（健康運）疲れを感じたら無理をしないこと。休めば回復
（幸運の食べ物）セリ

TOPICS

　
Ｊ
Ａ
た
か
さ
き
野
菜
部
会
は
11
月

14
日
、
野
菜
セ
ン
タ
ー
で
秋
冬
野
菜

目
ぞ
ろ
え
会
を
生
産
者
32
名
参
加
に

よ
り
開
催
し
て
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、

チ
ン
ゲ
ン
菜
、
長
ネ
ギ
の
出
荷
規
格

を
確
認
し
て
、
良
品
出
荷
へ
の
意
識

を
高
め
ま
し
た
。

　
産
地
情
勢
と
東
京
方
面
の
市
場
入

荷
状
況
を
全
農
ぐ
ん
ま
園
芸
販
売
課

関
口
光
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
が
報
告
し

ま
し
た
。
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
は
、
８
月

定
植
分
が
猛
暑
の
影
響
に
よ
り
出
荷

量
が
少
な
く
単
価
高
だ
っ
た
が
、
こ

れ
か
ら
出
荷
量
が
増
え
る
と
単
価
が

下
が
る
見
込
み
と
話
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
の
栽
培
管
理
を
西
部
農

業
事
務
所
の
中
坪
知
史
主
幹
が
、
以

下
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
し
た
。
ブ

ロ
ッ
コ
リ
ー
は
、
猛
暑
に
よ
る
高
温

で
生
長
が
旺
盛
で
不
整
形
花
蕾
が
発

生
し
易
く
、
適
切
な
施
肥
と
水
は
け

に
注
意
す
る
よ
う
に
話
し
ま
し
た
。

ま
た
、
病
害
虫
防
除
は
、
12
月
ま
で

気
温
が
高
い
日
が
続
く
の
で
、
薬
剤

に
よ
る
適
切
な
対
応
が
必
要
と
話
し

ま
し
た
。

秋
冬
野
菜
目
ぞ
ろ
え
会

見
栄
え
良
い
出
荷
に
向
け
て

　
営
農
部
農
産
販
売
課
品
川
稔
さ
ん

が
、
出
荷
規
格
の
順
守
と
選
別
・
品

質
確
認
、
荷
造
り
の
ポ
イ
ン
ト
を
具

体
的
に
説
明
し
ま
し
た
。
見
栄
え
良

い
調
整
と
箱
詰
め
を
す
る
こ
と
が
、

単
価
高
に
つ
な
が
る
と
話
し
ま
し
た
。

ま
た
、
出
荷
時
間
と
栽
培
履
歴
の
提

出
期
日
の
厳
守
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　
目
ぞ
ろ
え
会
で
は
、
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
、
長
ネ
ギ
、
チ
ン
ゲ
ン
菜
の
サ

ン
プ
ル
を
手
に
取
り
規
格
を
確
認
し
、

荷
造
り
の
意
見
交
換
を
し
て
、
良
品

出
荷
の
意
識
を
高
め
ま
し
た
。

　
ト
マ
ト
生
産
部
会
は
12
月
５
日
、

ト
マ
ト
選
果
場
で
、
稼
働
式
を
生
産

者
、
行
政
、
市
場
関
係
者
41
名
出
席

に
よ
り
開
催
し
ま
し
た
。

　
田
口
憲
夫
会
長
は
挨
拶
で
「
丹
精

込
め
て
育
て
た
、
味
良
し
、
日
持
ち

良
し
、
鮮
度
良
し
の
「
う
れ
っ
娘
」

ト
マ
ト
を
多
く
の
消
費
者
へ
届
け
た

い
」
と
出
荷
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
り
、

意
気
込
み
を
話
し
ま
し
た
。

　
式
典
の
後
、
高
崎
市
の
原
田
修
樹

農
政
部
長
が
ス
イ
ッ
チ
を
押
し
選
果

機
が
稼
働
す
る
と
、
参
加
者
か
ら
大スイッチを押す原田部長

選果作業が始まりました

ト
マ
ト
選
果
場
稼
働

う
れ
っ
娘
ト
マ
ト
の
出
荷
始
ま
る

き
な
拍
手
が
上
が
り
ま
し
た
。

　
部
会
員
が
栽
培
す
る
ト
マ
ト
は
、

自
分
の
娘
の
よ
う
に
愛
し
、
熟
れ
て

か
ら
収
穫
す
る
こ
と
か
ら
「
う
れ
っ

娘
ト
マ
ト
」
の
名
前
で
流
通
す
る
大

玉
ト
マ
ト
。
今
年
か
ら
品
種
を
、
裂

果
に
強
く
秀
品
率
が
高
い「
れ
お
ん
」

と
、黄
化
葉
巻
病
に
耐
性
が
あ
る「
か

れ
ん
」
に
切
り
替
え
て
栽
培
し
ま
す
。

２
品
種
と
も
「
う
れ
っ
娘
ト
マ
ト
」

の
特
徴
で
あ
る
甘
み
と
酸
味
の
バ
ラ

ン
ス
の
良
い
ト
マ
ト
で
す
。
選
果
場

は
、
12
月
～
６
月
に
稼
働
し
ま
す
。

サンプルを手に意見交換します
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（全体運）力になってくれる人は身近に。相談すれば役立つ話を聞けそうです。旅行、外出はいつもより遠出を。海外も◎
（健康運）スポーツを楽しめる好調運。下旬は慎重に
（幸運の食べ物）ナバナ

TOPICS

　
Ｊ
Ａ
た
か
さ
き
は
、
年
金
友
の
会

感
謝
の
集
い
「
丘
み
ど
り
コ
ン
サ
ー

ト
」
を
11
月
20
日
、
群
馬
音
楽
セ
ン

タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
感
謝
の
集
い
は
年
金
友
の
会
で
最

大
の
イ
ベ
ン
ト
で
、
今
回
は
１
，
２

３
５
名
が
来
場
し
て
楽
し
く
熱
い
、

ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
丘
さ
ん
は
、
紅
白
歌
合
戦
で
歌
っ

た
持
ち
歌
の
演
歌
や
歌
謡
曲
だ
け
で

な
く
、
多
彩
な
ジ
ャ
ン
ル
の
歌
を
21

曲
熱
唱
し
ま
し
た
。

　
幼
い
頃
か
ら
習
っ
て
い
た
民
謡
を

元
気
よ
く
歌
い
、
銀
色
の
ド
レ
ス
で

Ｊ
ポ
ッ
プ
の
ダ
ン
ス
ナ
ン
バ
ー
を
華組合長から感謝の挨拶

軽やかに歌う丘みどりさん感謝を込めて花束を渡します

第
９
回
年
金
友
の
会
感
謝
の
つ
ど
い

丘
み
ど
り
コ
ン
サ
ー
ト
は
大
盛
況

麗
に
踊
り
な
が
ら
披
露
し
て
、
会
場

は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
か
ら
感
謝
を
込
め
た
プ
レ
ゼ

ン
ト
と
し
て
、
高
崎
北
支
店
福
原
裕

美
子
さ
ん
か
ら
花
束
を
、
高
崎
南
支

店
の
栁
澤
亮
介
さ
ん
が
「
高
崎
う
ど

ん
ギ
フ
ト
」
を
来
場
者
の
代
表
と
し

て
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
来
年
も
10
回
目
と
な
る
感
謝
の
集

い
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
た
か
さ
き
は
12
月
３
日
、
年

金
友
の
会
日
帰
り
バ
ス
旅
行
「
エ
ピ

ナ
ー
ル
那
須
ホ
テ
ル
ラ
ン
チ
と
栃
木

観
光
」
を
、
各
地
区
よ
り
会
員
73
名

が
参
加
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
午
前
中
は
、「
と
ち
ぎ
花
セ
ン

タ
ー
」
で
、
ビ
オ
ラ
で
彩
ら
れ
た
半

円
形
の
花
壇
前
で
記
念
撮
影
の
後
、

温
室
や
園
内
の
花
を
眺
め
て
散
策
し

ま
し
た
。

　
ラ
ン
チ
は
「
ホ
テ
ル
エ
ピ
ナ
ー
ル

那
須
」
の
ビ
ー
フ
シ
チ
ュ
ー
が
メ
イ

ン
の
彩
り
豊
か
な
洋
風
ラ
ン
チ
を
味

わ
い
ま
し
た
。

　
お
腹
を
満
た
し
た
後
は
「
チ
ー
ズ

ガ
ー
デ

ン
那
須

本
店
」

で
お
土

産
タ
イ

ム
。
定

番
の
御

用
邸
チ‌

ー
ズ
ケ‌

ー
キ
や

ク
ッ
キ‌

ー
の
他
に
季
節
限
定
品
な
ど
買
い
求

め
て
い
ま
し
た
。

　「
と
ち
ぎ
山
車
会
館
」
で
は
、
祭

り
で
使
用
す
る
山
車
と
映
像
で
祭
り

の
様
子
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。

　
岩
下
の
新
生
姜
で
知
ら
れ
る
「
岩

下
の
新
生
姜
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
は
全

て
が
ピ
ン
ク
色
の
不
思
議
な
店
内
で
、

展
示
品
の
観
賞
を
楽
し
み
な
が
ら

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
し
ま
し
た
。

　
こ
の
時
期
ら
し
い
寒
波
が
到
来
し

た
天
候
で
し
た
が
、
皆
さ
ん
寒
さ
を

感
じ
な
い
ほ
ど
元
気
な
楽
し
い
バ
ス

旅
行
と
な
り
ま
し
た
。

　
年
金
友
の
会
で
は
、
来
年
５
月
に

も
日
帰

り
旅
行

を
予
定

し
て
い

ま
す
の

で
、
お

楽
し
み

に
ど
う

ぞ
。

洋
風
ラ
ン
チ
と
栃
木
の
街
を
観
光

年
金
友
の
会
バ
ス
旅
行２号車の皆さん

１号車の皆さん



双子座 ５/21～６/21❺

JAたかさき

（全体運）気になっていることがあっても様子を見て。時間があなたの味方をしてくれます。情報をよく集めましょう
（健康運）気になるところは早めにケアを。健診もお勧め
（幸運の食べ物）レモン

　
確
定
申
告
相
談
会
に
、
税
理
士
会

高
崎
支
部
よ
り
派
遣
さ
れ
て
い
る
指

定
税
理
士
の
先
生
を
ご
紹
介
い
た
し

ま
す
。

　
ま
た
、
個
別
の
ご
依
頼
・
ご
相
談

に
つ
い
て
は
、
下
記
の
連
絡
先
ま
で

お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

ＪＡたかさき指定税理士の紹介

西 野 和 志
（長野地区）

高崎市南町9-12 南町ハイツ1F
☎027-388-8007

桑 原 孝 夫
（岩鼻地区）

高崎市倉賀野町787-1
☎027-384-3118

関根　和彦
（西部地区）

高崎市八幡町966-6
☎027-344-2737

萩 原 　 昇
（片岡地区）

高崎市片岡町3-21-14
☎090-8319-9399

木村めぐみ
（新高尾地区）
高崎市柳川町146-3
☎027-322-1231

吉 田 信 昭
（六郷地区）
高崎市緑町1-2-2
☎027-364-2022

須藤　哲右
（大類／八幡地区）
高崎市和田多中町428-6

☎027-324-3996

須永　　宏
（佐野／倉賀野地区）

高崎市倉賀野町123
☎027-346-3634

吉 井 　 博
（塚沢地区）

高崎市上中居町780-3
☎027-327-5870

武 藤 善 行
（中川地区）

北群馬郡吉岡町下野田780-1
☎0279-26-2623

箱 田 浅 光
（京ヶ島地区）
高崎市新保町163
☎027-360-5550

筒 井 　 勤
（滝川地区）

高崎市下佐野町604-3
☎027-381-6565

お知らせ
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JAたかさき

（全体運）ドキッとすることのある吉凶混合運。プラス面に目を向けて。ポジティブ思考がツキを引き寄せます。古物が吉
（健康運）けがに気を付けて。動く前に準備運動を
（幸運の食べ物）シュンギク

特集

林 修先生

JAグループ
サポーター

JA

仕入れ量が
不安定で困る

複数年で契約栽培

生産者とＪＡの間での、３～５年などの複

数年契約の取り組みを進めています。複

数年にわたる安定的な販路を確保するこ

とで、農家は安心して生産に取り組むこと

ができます。ＪＡは外食業者や小売店に米

を安定的に届けられます。

コスト削減や物流改善

ＪＡグループは、低コストの肥料・農薬の

普及や、共同購入コンバイン※３の供給に

取り組んでいます。物流でも、鉄道や船

舶による輸送に力を入れ、より効率的な

輸送に成果をあげています。

ＪＡグループの様々な取り組みが、生産者が安心して農業を続けられ、
私たちが日本のお米を食べ続けられることにつながっています。

全農号

夏秋

日本国内の多くの地域で、米は年１作が基本です。年１回の米作りで消費者の食卓や弁
当、外食などの需要を満たすには、年間を通じて安定的な量・価格・品質で供給すること
が欠かせません。

時期によって量が変動しやすい 価格が乱高下しやすい 国産のお米が手に入りにくい

価格が安定しないと
困るわ

おいしい
日本のお米が食べられ
ないなんて嫌！！

もし米が安定供給されなかったら…？

安定供給に向けたＪＡグループの取り組み例

収量や品質の安定

異常気象の中でも収量※１や品質を安定さ

せるため、ＪＡの営農指導により、技術向

上を図っています。また、必要な時に必要

な量を、そして品質にバラつきのない米を

年間を通じて出荷するため、ＪＡが共同乾燥

調製施設※２や低温倉庫を運営しています。

収穫した農産物の分量。品種や栽培方法、気象条件などが収量に影響します。
農家が収穫した米を持ち寄り、一括で乾燥や選別、調製を行う施設です。
JAグループが生産者の需要をとりまとめ一括で購入することで、購入価格の引き下げを実現します。

※１
※２
※３

JAグループは米の安定供給に
取り組んでいます



７/23～８/22獅子座❼

JAたかさき

（全体運）周囲の世話を焼くのは◎。ただ見返りを求めるとギクシャクしだします。善意でできる範囲にとどめましょう
（健康運）適度な運動が体調維持の鍵。ストレッチが吉
（幸運の食べ物）セロリ

特集

米の価格は需要と供給の
バランスなどで決まります！
米の価格が決まるしくみ
　量が増えると価格が下がり、足りなくなると価格が
上がる――。私たちの身の回りにある商品と同じよう
に、米の価格も「需要と供給のバランス」などを基に
決まっており、「生産にかかるコスト」も考慮していく必
要があります。
　最近の米の価格高騰の背景には、①国による需要と
供給の見通しが実際とズレたこと（農家は国が示す目安
を参考にして米を作っています）②米の不足感が強まり、
米を確保する競争が激しくなったこと――などがあります。
これらを含む複数の要因が重なり合い、今の米の価格と
なっています。

　近年、米の不足感があるなか、ＪＡ以外に
も様々な集荷業者等が投機的な目的も含め、
個別に農家を回り、より有利な価格を提示す
るなどして農家との取引を拡大しようとしてい
ます。
　そのため、農家は販売先の選択肢が増え、

図２. 農水省の需要の見通しと実績
750

725

700

675

650
R元/2 R2/3 R3/4 R4/5 R5/6 R6/7

727

714
704 702

691

705
711716

702
691

682
674

37万㌧23万㌧

見通し
（万トン、玄米ベース）

資料：農水省

実績

図３. 米の流通経路別流通量の状況（令和6年産米）

資料：農水省資料を基に作成。 注１：集荷業者団体には、全集連系を含む。　注２：「卸・小売等」には、加工事業者等を含む。
注３：四捨五入の関係で、計と内訳が一致しない場合がある。

消

　
費

　
者

自家消費＆在庫

（単位：万トン（玄米））

主食用うるち米

93万t

291
112

179集
荷
業
者
団
体

その他業者

全農

個別JA
など 卸

・
小
売
等

中
食
・
外
食
事
業
者

295
農家直売

出荷量

万 t
586

JAに出荷を

直接買いたい

高く買います

図１. 価格の
　　決まり方

価格 高低

生産
コスト

需要

供給

（86％） （43％）

（43％）

折笠 俊輔さん

公益財団法人流通経済研究所
農産物流通に詳しい

おりかさ しゅんすけ

ＮHＫクローズアップ現代
など、メディア出演多数

集荷競争が起こっています。こうした状況が、
米の価格形成に影響を与えています。
　米価は一般的な商品と同じように市場原
理に基づいており、ＪＡが米価を操作し、無理
につり上げるようなことはできません。ＪＡは年
間を通じた安定供給を目指しています。

「ＪＡが米価をつり上げている」は誤解です

米流通に関する
折笠さんの
詳しい解説は
こちら



乙女座 ８/23～９/22 ❽

agriculture

西部農業事務所より

お知らせ

　
み
な
さ
ん
は
、
田
ん
ぼ
や
畑
で
農
作
物
を

栽
培
す
る
際
に
、
肥
料
や
堆
肥
を
ま
い
て
か

ら
栽
培
を
始
め
る
か
と
思
い
ま
す
。
農
作
物

の
栽
培
の
た
め
に
な
ぜ
肥
料
が
必
要
な
の
か
、

土
づ
く
り
の
た
め
に
な
ぜ
堆
肥
が
必
要
な
の

か
、
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
土
づ
く
り
を
考
え
る
際
に
は
、
自
分
の
田

ん
ぼ
や
畑
の
土
の
３
つ
の
性
質
（
物
理
性
・

化
学
性
・
生
物
性
）
を
と
ら
え
、
改
善
し
て

い
く
こ
と
が
農
作
物
を
栽
培
す
る
上
で
大
切

で
す
。

１
．
土
壌
の
物
理
性

　
物
理
性
は
、
土
の
水
持
ち
（
保
水
性
）
や

根
に
酸
素
を
供
給
す
る
役
割
（
通
気
性
）、

土
の
柔
ら
か
さ
・
硬
さ
（
土
の
粒
子
の
大
き

さ
）
な
ど
に
関
係
し
ま
す
。
土
は
、気
相
（
土

の
中
の
空
気
）、
液
相
（
土
の
中
の
水
分
）、

固
相
（
粘
土
や
有
機
物
）
に
分
か
れ
て
い
ま

す
。
そ
れ
ら
の
バ
ラ
ン
ス
は
気
相
30
％
、
液

相
30
％
、
固
相
40
％
が
理
想
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
例
え
ば
、
畑
に
か
ん
水
す
る
と
、
気
相
に

水
が
入
り
（
気
相
が
減
少
）、
液
相
が
増
加

し
ま
す
。
気
相
が
少
な
く
、
固
相
が
多
い
土

は
、
固
く
締
ま
り
や
す
く
、
水
が
溜
ま
り
や

す
く
な
り
ま
す
。
ロ
ー
タ
リ
ー
な
ど
で
耕
う

ん
し
た
直
後
の
土
は
、
ふ
か
ふ
か
で
軽
く
乾

燥
し
や
す
い
で
す
（
気
相
が
多
い
）。
種
ま

き
を
す
る
と
乾
い
て
し
ま
い
、
発
芽
が
揃
わ

（全体運）勢いのある好調運。実力をアピールすれば念願がかないます。すぐには諦めず強気で。華やかな場所にツキあり
（健康運）良好です。体を動かしてパワーアップ！
（幸運の食べ物）長ネギ

畑の土について考えてみましょう！

が
少
な
い
場
合
に
は
、
基
肥
を
入
れ
る
と
き

に
苦
土
や
加
里
を
入
れ
、
バ
ラ
ン
ス
を
調
整

し
ま
す
。
ＥＣ
は
主
に
土
壌
中
に
含
ま
れ
る

窒
素
成
分
が
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。
過
剰
で

な
い
場
合
は
、
作
物
ご
と
に
必
要
な
窒
素
成

分
量
を
基
肥
で
入
れ
ま
し
ょ
う
。
ＥＣ
が
高
い

場
合
に
は
、
数
値
に
基
づ
き
、
基
肥
の
窒
素

成
分
を
減
ら
し
ま
す
。
ｐＨ
は
作
物
ご
と
に
適

し
た
ｐＨ
が
異
な
る
た
め
、
今
後
作
付
け
す

る
作
物
に
応
じ
て
基
肥
に
石
灰
等
を
入
れ
て

調
整
し
ま
す
。

　
土
壌
分
析
結
果
の
見
方
が
わ
か
ら
な
い
、

肥
料
設
計
を
ど
う
考
え
た
ら
よ
い
か
わ
か
ら

な
い
、
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、
土
壌
分
析
を

依
頼
し
た
Ｊ
Ａ
や
西
部
農
業
事
務
所
担
い

手
・
園
芸
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

３
．
土
壌
の
生
物
性

　
土
の
中
に
は
、
ミ
ミ
ズ
や
モ
グ
ラ
な
ど
の

土
壌
動
物
、
細
菌
や
糸
状
菌
な
ど
の
微
生

物
が
い
ま
す
。
こ
う
し
た
生
物
が
粗
大
な

有
機
物

を
分
解

し
、
細

か
い
有

機
物
に

変
え
て

く
れ
ま

す
。
ま

た
、
ア

ミ
ノ
酸

→
ア
ン

モ
ニ
ア

態
窒
素

→
硝
酸

態
窒
素

と
窒
素

を
植
物

に
吸
収
さ
れ
や
す
い
形
に
変
え
て
く
れ
る
細

菌
も
い
ま
す
。
難
溶
性
の
リ
ン
酸
を
可
溶
性

の
リ
ン
酸
に
変
え
て
く
れ
る
菌
根
菌
や
有
機

物
か
ら
ミ
ネ
ラ
ル
を
分
解
す
る
菌
も
い
ま
す
。

土
壌
中
の
有
機
物
の
循
環
に
は
大
小
さ
ま
ざ

ま
な
生
物
が
関
わ
り
、
植
物
の
養
分
吸
収
等

に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
多
く
の
微
生
物
は
農
作
物
に
と
っ

て
有
害
で
も
無
害
で
も
な
い
も
の
が
多
い
で

す
が
、
同
じ
作
物
を
ず
っ
と
作
付
け
し
て
い

る
（
連
作
）
と
土
の
中
の
菌
に
偏
り
が
生
じ

ま
す
。
そ
し
て
、
一
定
以
上
に
増
え
る
と
土

壌
病
害
と
し
て
発
病
し
ま
す
。
ナ
ス
の
半
身

萎
凋
病
な
ど
の
病
原
菌
で
多
く
の
作
物
に
感

染
す
る
バ
ー
テ
ィ
シ
リ
ウ
ム
菌
な
ど
が
代
表

的
で
す
。
こ
う
し
た
土
壌
中
の
菌
に
偏
り
が

生
じ
な
い
よ
う
に
輪
作
し
ま
し
ょ
う
。

４
．
お
わ
り
に

　
土
づ
く
り
は
大
切
だ
！
　
と
い
う
こ
と
は

皆
さ
ん
も
承
知
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
今

一
度
基
本
に
立
ち
返
っ
て
田
ん
ぼ
や
畑
の
土

を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

西部農業事務所
担い手・園芸課

野菜係　中坪　知史

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
場
合
は
、

耕
う
ん
後
に
鎮
圧
を
す
る
こ
と
で
気
相
を
減

ら
し
、
固
相
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
、
乾
燥

し
に
く
く
な
り
ま
す
。

　
粘
土
質
土
壌
な
ど
固
相
が
多
く
、
気
相
が

少
な
い
ほ
場
で
は
、
堆
肥
や
緑
肥
等
の
有
機

物
を
施
用
す
る
こ
と
で
土
の
粒
子
の
間
に
有

機
物
が
入
り
込
み
、
気
相
が
増
加
し
ま
す
。

良
質
の
堆
肥
に
は
、
肥
料
成
分
と
し
て
の
効

果
の
他
に
、
土
壌
の
物
理
性
を
改
善
す
る
効

果
も
あ
る
の
で
積
極
的
に
施
用
し
ま
し
ょ
う
。

　
下
層
に
硬
い
層
が
あ
り
、
水
は
け
が
悪
い

場
合
に
は
、
サ
ブ
ソ
イ
ラ
や
プ
ラ
ウ
に
よ
る

耕
う
ん
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。
硬
い
層
が
破

壊
さ
れ
、
水
は
け
が
改
善
さ
れ
ま
す
。

２
．
土
壌
の
化
学
性

　
土
壌
の
化
学
性
は
、
主
に
土
に
含
ま
れ
る

養
分
に
関
係
し
ま
す
。
農
作
物
は
土
壌
中
の

養
分
を
吸
収
し
て
生
長
す
る
た
め
、
土
壌
に

養
分
を
肥
料
と
し
て
施
用
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　
土
壌
養
分
の
バ
ラ
ン
ス
も
大
切
で
す
。
長

年
、
耕
作
を
し
て
い
る
と
土
壌
養
分
の
バ
ラ

ン
ス
が
偏
っ
て
き
ま
す
。
こ
う
し
た
土
壌
中

の
養
分
は
目
に
は
見
え
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
、
Ｊ

Ａ
で
実
施
し
て
い
る
土
壌
分
析
を
利
用
し
、

畑
の
状
態
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
基
本
的
に
は
、
土
壌
分
析
結
果
に
基
づ
き
、

足
り
な
い
養
分
を
足
し
て
あ
げ
る
こ
と
が
重

要
で
す
。
図
２
の
例
の
よ
う
に
苦
土
や
加
里

図１　良い土壌の模式図
大きな隙間と小さな隙間
があるため、水はけがよ
く保水性がよい

図３　 土壌のpHと肥料成分の溶
解性・可給性

（関東土壌肥料専技会,1996より）
図２　土壌分析結果の例
（　　　が適応範囲）

表１　主な野菜の輪作年限
（ぐんま野菜づくりハンドブックより）



天秤座 ９/23～10/23❾

園芸研究家●成松　次郎

お
天
気
カ
レ
ン
ダ
ー

気
象
予
報
士
●
檜
山

　靖
洋

（全体運）壁を越えるチャンスです。難しいと感じていることにこそ熱心に取り組んで。良い解決策が見つかります
（健康運）ペース配分が大切。下旬は運動量を増やして◎
（幸運の食べ物）小松菜

シュンギクのトンネル栽培　品種の使い分けに留意

　
シ
ュ
ン
ギ
ク
の
生
育
適
温
は

15
～
20
度
と
冷
涼
な
気
候
を
好

み
、一
般
に
は
春
（
3
～
5
月
）

と
秋
（
9
～
11
月
）
が
栽
培
適

期
で
す
が
、
早
春
ま
き
の
ト
ン

ネ
ル
栽
培
で
は
春
か
ら
初
夏
の

収
穫
を
楽
し
め
ま
す
。

［
品
種
］
シ
ュ
ン
ギ
ク
の
種
類

は
、
葉
の
大
き
さ
や
切
り
込
み

の
入
り
方
に
よ
り
実
用
品
種
で

は
中
葉
種
と
大
葉
種
に
大
別
さ

れ
ま
す
。
中
葉
種
は
切
り
込
み

が
あ
り
、
香
り
が
強
く
、
摘
み

取
り
栽
培
に
適
し
た
節
間
の
伸

び
や
す
い
品
種
（
株
立
ち
型
）

で
は
、「
さ
と
ゆ
た
か
」（
サ
カ

タ
の
タ
ネ
）、「
き
わ
め
中
葉
春

菊
」（
タ
キ
イ
種
苗
）
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
抜
き
取
り
栽
培
に

適
し
た
側
枝
の
発
生
の
多
い
品

種
（
株
張
り
型
）
で
は
、「
さ

と
に
し
き
」（
サ
カ
タ
の
タ
ネ
）、

「
菊
次
郎
」（
タ
キ
イ
種
苗
）
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

　
大
葉
種
は
葉
が
大
き
く
厚
み

が
あ
り
、
切
り
込
み
は
浅
く
、

苦
さ
が
少
な
い
品
種
で
、「
菊

之
助
」（
タ
キ
イ
種
苗
）、「
お

た
ふ
く
春
菊
」（
中
原
採
種
場
）

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

［
畑
の
準
備
］
種
ま
き
2
週
間

前
に
、
1
平
方
m
当
た
り
苦
土

石
灰
１
０
０
ｇ
を
散
布
し
、
深

く
耕
し
て
お
き
ま
す
。

　
1
週
間
前
に
化
成
肥
料
（
Ｎ

Ｐ
Ｋ
各
成
分
10‌

%
）
１
０
０
ｇ

と
完
熟
堆
肥
1
、
２
㎏
を
散
布

し
て
土
と
混
ぜ
、
ベ
ッ
ド
幅
70

～
80
㎝
と
し
、
高
さ
５
㎝
程
度

の
平
畝
を
作
り
ま
す
。

［
種
ま
き
］
条
間
20
㎝
、
深
さ

1
㎝
程
度
の
浅
い
ま
き
溝
を
3

条
作
り
、
約
1
㎝
間
隔
で
種
ま

き
し
ま
す
（
図
1
）。
好
光
性

種
子
の
た
め
、
覆
土
は
ご
く
薄

く
か
け
ま
す
。
種
ま
き
後
、
十

分
に
灌
水
（
か
ん
す
い
）
し
、

発
芽
ま
で
乾
燥
さ
せ
な
い
よ
う

に
注
意
し
ま
す
。
種
ま
き
後
に

ト
ン
ネ
ル
被
覆
し
て
、
中
に
幼

苗
を
保
護
す
る
た
め
の
不
織
布

を
べ
た
が
け
す
る
と
良
い
で

し
ょ
う
。

［
ト
ン
ネ
ル
被
覆
と
換
気
］
中

間
地
や
暖
地
の
2
、
3
月
ご

ろ
は
ま
だ
夜
温
は
低
い
で
す

が
、
昼
間
の
ト
ン
ネ
ル
内
は
高

く
な
る
た
め
、
本
葉
1
、
2
枚

の
頃
か
ら
換
気
を
開
始
し
ま
す
。

フ
ィ
ル
ム
の
裾
を
開
閉
す
る
方

法
、
フ
ィ
ル
ム
に
穴
を
開
け
る

方
法
、
穴
開
き
フ
ィ
ル
ム
を
使

う
方
法
が
あ
り
ま
す
（
図
2
）。

生
育
後
半
に
ト
ン
ネ
ル
内
の
茎

葉
が
繁
茂
す
る
頃
に
は
ト
ン
ネ

ル
を
除
き
ま
す
。

［
間
引
き
・
追
肥
］
発
芽
後
、

本
葉
2
枚
の
頃
3
、
4
㎝
間
隔

に
間
引
き
、
株
元
に
軽
く
土
寄

せ
し
ま
す
。
こ
の
後
、
本
葉
5
、

6
枚
の
頃
に
、
株
立
ち
型
で
10

～
15
㎝
、
株
張
り
型
で
10
㎝
間

隔
に
間
引
き
、
1
平
方
m
当
た

り
化
成
肥
料
50
ｇ
を
株
元
に
ば

ら
ま
き
、
土
寄
せ
し
ま
す
。

［
収
穫
］
中
葉
種
の
株
立
ち
型

は
、
草
丈
が
25
～
30
㎝
程
度
に

な
っ
た
ら
、
葉
4
、
5
枚
を
残

し
、
摘
み
取
り
収
穫
し
ま
す
。

以
後
、
伸
び
て
き
た
脇
芽
の
葉

を
2
、
3
枚
残
し
て
切
り
取
り

ま
す
（
図
3
）。
中
葉
種
の
株

張
り
型
と
大
葉
種
で
は
、
草
丈

が
20
～
25
㎝
程
度
に
育
っ
て
き

た
ら
、
株
ご
と
抜
き
取
り
、
ま

た
は
株
元
か
ら
刈
り
取
っ
て

収
穫
し
ま
す
（
図
4
）。
な
お
、

こ
の
ト
ン
ネ
ル
栽
培
で
は
晩
春

に
な
る
と
長
日
・
高
温
の
気
象

条
件
か
ら
と
う
立
ち
・
開
花
が

早
く
な
り
、
長
い
期
間
の
収
穫

は
で
き
ま
せ
ん
。

　
二
十
四
節
気
の
大
寒
の
頃
に
な
る
と
、
冬
の
海

に
次
々
と
飛
び
込
む
寒
中
水
泳
が
各
地
で
行
わ
れ

ま
す
。
こ
の
頃
の
海
面
水
温
は
、
太
平
洋
側
で
18

度
を
下
回
り
、
日
本
海
側
で
は
15
度
を
下
回
り
ま

す
。
夏
の
プ
ー
ル
で
の
遊
泳
に
適
す
る
水
温
は
26

度
か
ら
31
度
な
の
で
、
冬
の
海
が
い
か
に
冷
た
い

か
分
か
り
ま
す
。

　
そ
れ
で
も
寒
中
水
泳
を
す
る
人
が
い
る
の
は
、

サ
ウ
ナ
の
「
整
う
」
感
覚
に
通
じ
る
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
サ
ウ
ナ
の
後
に
入
る
水
風
呂
の
水
温
は

だ
い
た
い
15
度
く
ら
い
で
す
。
冷
水
の
刺
激
で
心

身
が
リ
セ
ッ
ト
さ
れ
る
感
覚
は
、
理
解
で
き
な
い

こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
寒
さ
は
命
を
脅
か
す
面
も
あ
り
ま
す
。
安
全
に

寒
中
水
泳
を
行
う
た
め
に
は
、
ゆ
っ
く
り
と
水
に

入
る
こ
と
、
頭
を
水
面
に
出
し
て
お
き
、
手
足
が

冷
水
シ
ョ
ッ
ク
で
動
か
せ
な
く
な
っ
て
も
溺
れ
な

い
よ
う
に
す
る
こ
と
、
救
命
胴
衣
を
身
に
着
け
る

こ
と
な
ど
、
安
全
対
策
を
取
り
ま
し
ょ
う
。
そ
の

先
に
は
、
冷
た
い
水
に
身
を
さ
ら
し
た
人
に
し
か

得
ら
れ
な
い
、
整
い
が
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

寒
中
水
泳

イラスト：服部新一郎

イラスト：小林裕美子

※
関
東
南
部
以
西
の
平
た
ん
地
を
基
準
に
記
事

を
作
成
し
て
い
ま
す
。
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おいしく食べて美しく 栄養士●吉田　理江

JA全中・JA全国相続相談・資産支援チーム
顧問税理士●柴原　一

知って納得！税金講座

（全体運）コミュニケーションが活発化。たくさんの人と会うほど幸運に恵まれます。調べものや勉強にも良いときです
（健康運）大きく深呼吸。腹式呼吸で酸素不足を解消して
（幸運の食べ物）ユリ根

　お正月のごちそうを楽しんだ後、体重計の数字に
驚いた方も多いのではないでしょうか。
　つい食べ過ぎてしまったときも、極端な食事制限
や単品ダイエットは逆効果です。必要な栄養が不足
すると代謝が下がり、かえって体重が戻らなくなり
ます。大切なのは、しっかり食べながら体を整える
こと。今回はお正月太りを解消するためにお薦めの
栄養素を三つご紹介します。
■ 食物繊維
　野菜、キノコ、海藻、玄米に多く含まれる食物繊
維は、お正月太り解消には欠かせない栄養素です。
水溶性食物繊維は胃の中で膨らんで満腹感を与え、
糖質の吸収を緩やかにして血糖値の急上昇を抑える
働きがあります。不溶性食物繊維は腸の動きを促進
し、便秘の改善に役立ちます。ワカメとダイコンの
みそ汁や、キノコを使った炊き込み玄米ご飯などで
取り入れてみましょう。‌
■ タンパク質
　肉、魚、卵、大豆製品、乳製品に含まれるタンパ
ク質は、筋肉の材料となり基礎代謝を高めます。筋
肉量を維持すると消費カロリーが増え、太りにくい

体になるため毎食意識して取りましょう。また、消
化に多くのエネルギーを必要とするため、食事によ
る消費エネルギーも上がるのが特徴です。みそ汁に
さば缶や豆腐を入れると手軽にタンパク質が取れま
す。１食当たりおわん１杯分を目安にすると良いで
しょう。
■ ビタミンＢ群
　豚肉、ウナギ、玄米、納豆などに含まれるビタミ
ンＢ群は、糖質や脂質の代謝を助ける働きがありま
す。特にビタミンＢ１は糖質代謝、ビタミンＢ２は
脂質代謝に関与するため、不足すると疲労感が出
やすくなるので意識して取
りましょう。豚肉とキノコ、
野菜を一緒に炒めると食物
繊維も一緒に取れます。
　お正月太り解消のポイン
トは、食事制限ではなく、
バランスの良い食事と適度
な運動です。食べ物を味方
に付け、無理なく健康的に
体を整えていきましょう。

しっかり食べて冬の健康な体づくり

■ 

雪
害
な
ど
に
も
適
用
さ
れ
る
雑
損
控
除

　
雑
損
控
除
と
は
災
害
・
盗
難
・
横
領（
詐

欺
に
よ
る
被
害
は
対
象
外
）
に
よ
っ
て
資

産
に
損
害
を
受
け
た
場
合
や
、
こ
れ
ら
に

関
連
し
て
や
む
を
得
な
い
支
出
を
し
た
場

合
に
適
用
で
き
る
所
得
控
除
で
す
。

　
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
こ
の

災
害
の
中
に
は
雪
害
も
含
ま
れ
、
例
え
ば

雪
に
よ
る
被
害
で
多
い
自
宅
の
カ
ー
ポ
ー

ト
（
屋
根
と
柱
で
作
ら
れ
た
簡
易
的
な
車

庫
）
の
屋
根
が
壊
れ
た
場
合
な
ど
に
も
適

用
で
き
ま
す
。

■ 

雪
下
ろ
し
費
用
も
雑
損
控
除
の
対
象 

　
は
か
な
く
美
し
い
雪
も
、
降
り
積
も
れ

ば
家
屋
を
倒
壊
さ
せ
る
ほ
ど
の
重
さ
に
な

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
豪
雪
地
帯
に
お
住

ま
い
の
方
は
、
冬
の
間
、
雪
か
き
や
雪
下

ろ
し
作
業
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
雪

下
ろ
し
費
用
も
、
家
屋
の
倒
壊
な
ど
雪
害

を
あ
ら
か
じ
め
防
ぐ
も
の
と
し
て
雑
損
控

除
の
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
雪
下
ろ
し
の
た
め
に
人
を

雇
っ
た
場
合
の
賃
金
（
生
計
を
一
に
す
る

親
族
や
同
一
家
内
の
親
族
を
除
く
）
や
、

雪
下
ろ
し
に
使
用
す
る
ス
コ
ッ
プ
や
ス

ノ
ー
ダ
ン
プ
な
ど
の
消
耗
品
の
費
用
な
ど

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

■ 

雑
損
控
除
額
の
計
算
方
法

　
雑
損
控
除
の
金
額
は
、
次
の
①
と
②
の

い
ず
れ
か
多
い
金
額
に
な
り
ま
す
。

①
（
災
害
な
ど
に
よ
る
損
失
額‒

保
険
金

な
ど
）‒

（
総
所
得
金
額
等
×
10
分
の
1
）‌

②
災
害
関
連
支
出
の
金
額‒

５
万
円

　
対
象
と
な
る
資
産
は
、
原
則
と
し
て
本

人
ま
た
は
本
人
と
生
計
を
一
に
す
る
配
偶

者
や
そ
の
他
の
親
族
（
そ
の
年
の
総
所
得

金
額
な
ど
が
58
万
円
以
下
で
あ
る
者
）
の

保
有
す
る
生
活
に
通
常
必
要
な
資
産
に
限

ら
れ
ま
す
。

　
雑
損
控
除
は
年
末
調
整
で
は
適
用
で
き

な
い
た
め
、
適
用
を
受
け
た
い
場
合
に
は

必
ず
確
定
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。
令
和

7
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告
は
、
令
和

8
年
2
月
16
日
か
ら
3
月
16
日
で
す
。

　
雑
損
控
除
の
適
用
な
ど
に
よ
り
税
額
が

減
る
申
告
（
還
付
申
告
）
の
場
合
は
、
翌

年
1
月
1
日
か
ら
5
年
間
提
出
で
き
ま
す
。

よ
っ
て
過
去
の
損
害
や
雪
お
ろ
し
の
費
用

も
5
年
間
遡
っ
て
還
付
申
告
（
更
正
の
請

求
）
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
金
額
の
根
拠

と
な
る

領
収
書

な
ど
が

必
要
で

す
。

　　　　　雪下ろし費用の
雑損控除

イラスト：服部新一郎

イラスト：宮下めい子
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Q小林先生の法律相談 A
　
現
在
の
民
法
で
は
、
離
婚
後
は
父

母
の
一
方
が
親
権
者
と
な
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
子
供

の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
父
母
が
離
婚

し
て
も
父
母
か
ら
愛
情
を
も
っ
て
養

育
監
護
を
受
け
る
権
利
が
あ
り
ま
す
。

離
婚
後
親
権
者
に
指
定
さ
れ
な
か
っ

た
父
母
に
す
れ
ば
、
離
婚
に
よ
っ
て

親
権
を
行
使
で
き
な
い
こ
と
に
大
き

な
不
満
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
令

（全体運）高め安定運。心配事が解消へと向かいます。おいしいものを食べて活力アップ！　季節限定のメニューを楽しんで
（健康運）喉をよくいたわって。カリンや蜂蜜が味方に
（幸運の食べ物）伊予カン

和
五
年
五
月
の
民
法
の
一
部
改
正
に

よ
り
、
離
婚
後
も
共
同
親
権
制
度
が

導
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
四

月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。
し
か

し
、
離
婚
後
も
全
て
共
同
親
権
と
な

る
わ
け
で
は
な
く
、
父
母
の
一
方
の

み
が
親
権
者
と
な
る
現
行
制
度
の
外
、

共
同
親
権
も
選
択
肢
の
一
つ
と
し
て

導
入
さ
れ
た
の
で
す
。

‌‌

親
権
者
の
指
定
方
法
と
し
て
は
、

協
議
離
婚
の
場
合
に
は
、
共
同
親
権

か
、
父
母
の
一
方
を
親
権
者
と
す
る

か
父
母
の
協
議
に
よ
り
決
定
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
協
議
離
婚
で
親
権

者
に
つ
い
て
協
議
が
整
わ
な
い
場
合

や
、
裁
判
上
の
離
婚
の
場
合
に
は
、

家
庭
裁
判
所
に
お
い
て
、
父
母
と
子

供
と
の
関
係
、
父
と
母
と
の
関
係
な

ど
様
々
な
事
情
を
考
慮
し
た
上
で
、

子
供
の
利
益
の
観
点
か
ら
、
親
権
者

を
父
母
双
方
と
す
る
か
、
い
ず
れ
か

一
方
と
す
る
か
を
定
め
ま
す
。
た
だ

し
、
父
又
は
母
が
子
に
対
し
て
、
虐

待
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

場
合
、
父
母
の
一
方
が
他
の
一
方
に

対
し
て
家
庭
内
暴
力
を
受
け
る
お
そ

れ
が
あ
り
共
同
し
て
親
権
を
行
う
こ

と
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、

父
母
の
一
方
を
親
権
者
と
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

共
同
親
権
と
な
っ
た
場
合
で
も
、
親

権
者
が
単
独
で
行
え
る
行
為
が
認
め

ら
れ
て
お
り
ま
す
。
①
日
々
の
生
活

の
中
で
生
じ
る
監
護
教
育
に
関
す
る

行
為
で
子
供
に
重
大
な
影
響
を
与
え

な
い
も
の
、
例
え
ば
、
短
期
間
の
旅

行
、
通
常
の
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
、
習

い
事
、
ア
ル
バ
イ
ト
許
可
等
が
こ
れ

に
当
た
り
ま
す
。
②
子
供
の
利
益
の

た
め
窮
迫
の
事
情
が
あ
る
と
き
、
例

え
ば
、
子
供
に
緊
急
の
医
療
行
為
を

受
け
さ
せ
る
と
き
と
か
、
Ｄ
Ｖ
や
虐

待
か
ら
の
避
難
を
す
る
た
め
転
居
す

る
等
が
こ
れ
に
当
た
り
ま
す
。
こ
れ

に
反
し
、
①
や
②
の
場
合
を
除
い
て

父
母
が
共
同
で
親
権
を
行
使
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す‌

。
例
え
ば
、
子
供

の
転
居
、
進
路
に
影
響
す
る
進
学
先

の
決
定
、
心
身
に
重
大
な
影
響
を
与

え
る
医
療
行
為
の
決
定
、
財
産
の
管

理
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
共
同
で
親
権
を
行
使
す

る
場
合
に
、
父
母
の
意
見
が
一
致
し

な
い
場
合
が
起
こ
り
え
ま
す
。
そ
こ

で
こ
の
よ
う
な
場
合
は
、
父
又
は
母

の
請
求
に
よ
り
、
家
庭
裁
判
所
が
当

Question

該
事
項
に
つ
い
て
の
親
権
行
使
者
を

指
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
親
権

行
使
者
に
指
定
さ
れ
た
も
の
は
、
当

該
事
項
に
つ
い
て
、
単
独
で
親
権
を

行
使
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
施
行

前
離
婚
が
成
立
し
単
独
親
権
と
さ
れ

て
い
る
場
合
で
も
、
今
回
の
法
改
正

の
施
行
に
よ
り
全
て
共
同
親
権
に
自

動
的
に
変
更
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
施
行
後
子
供
や
そ
の
親
族
の

申
立
に
よ
り
、
家
庭
裁
判
所
が
子
供

の
最
善
の
利
益
を
図
る
た
め
の
必
要

性
を
ふ
ま
え
て
、
単
独
親
権
か
ら
共

同
親
権
に
変
更
す
る
こ
と
は
あ
り
得

ま
す
。
　

　民法の一部が改正され、

離婚後も共同親権制度が採

用されると聞きますが、今

後は離婚後も全て共同親権

となるのですか？

国
債
の
ご
案
内

■中期利付国債（５年）
　入札日　令和８年１月14日㈬
■中期利付国債（２年）
　入札日　令和８年１月30日㈮
■長期利付国債（10年）
　入札日　令和８年２月３日㈫

利率、募集期間、その他詳しくは
本支店窓口にお問い合わせ下さい。



山羊座 12/22～１/19 �

　支店から あれこ れ

（全体運）とてもパワフルな主役運。周囲への影響を意識して動きましょう。大きな成果を得られます。出会いを大切に
（健康運）ヘッドマッサージで血行を促進。髪のケアも◎
（幸運の食べ物）芽キャベツ

　
今
回
は
石
原
町
で
行
わ
れ
る
〝
道
祖
神
祭
り
〟
で
行

わ
れ
る
「
山
車
曳
き
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　
小
正
月
に
行
わ
れ
る
〝
道
祖
神
祭
り
〟
は
「
山
車
曳

き
」
と
「
ど
ん
と
焼
き
」
を
行
う
伝
統
行
事
で
し
た
が
、

成
人
の
日
の
変
更
に
よ
り
第
2
土
日
に
行
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　「
山
車
曳
き
」
は
、
夕
暮
れ
時
に
提
灯
を
灯
し
た
山

－片岡支店－

石原町 道祖神祭り「山車曳き」

車
の
上
で
、
子
供
達
が
お
囃
子
を
奏
で
な
が
ら

町
内
を
巡
行
し
て
小
祝
神
社
に
集
合
し
ま
す
。

　
鳥
居
の
前
に
並
ん
だ
4
台
の
山
車
が
、
町
内

ご
と
に
お
囃
子
を
披
露
し
た
り
、
同
じ
演
目
を

一
斉
に
叩
き
合
う
姿
は
、
な
か
な
か
の
迫
力
が

あ
り
ま
す
。

　
石
原
町
、下
１
（
西
半
田
）
下
2
（
中
石
原
）

下
3
（
東
半
田
）
下
４
（
指
出
）
の

4
地
区
に
あ
る
山
車
は
、
8
月
に
行

わ
れ
る
高
崎
ま
つ
り
と
1
月
の
道
祖

神
祭
り
で
、
練
習
し
た
お
囃
子
の
成

果
を
披
露
し
て
い
ま
す
。

　
旧
高
崎
市
に
は
保
有
台
数
が
日
本

一
と
言
わ
れ
る
38
台
の
江
戸
型
山
車

が
あ
り
ま
す
が
、
小
正
月
の
道
祖
神

祭
り
で
山
車
曳
き
を
行
っ
て
い
る
の

は
、
石
原
町
だ
け
で
貴
重
な
行
事
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
高
崎
ま
つ
り
の
山
車
巡
行
は
良
く

知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
夏
に
行
う
祭

り
な
の
に
祭
り
装
束
が
、
防
寒
着
で

も
あ
る
刺
子
の
半
纏
を
羽
織
っ
て
い

る
町
内
が
あ
る
の
は
、
山
車
曳
き
が

冬
の
行
事
で
あ
っ
た
頃
の
名
残
り
な

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　
興
味
の
あ
る
方
は
、
今
年
の
道
祖

神
祭
り
に
足
を
運
ん
で
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。（

片
岡
支
店
通
信
員
）

経済部 開発相談課から

《
日

　時
》

●
１
月
９
日
㈮
午
後
１
時
30
分

●
１
月
23
日
㈮
午
後
１
時
30
分

●
２
月
13
日
㈮
午
後
１
時
30
分

●
２
月
27
日
㈮
午
後
１
時
30
分

《
場

　所
》

　
本
店
相
談
室

《
弁
護
士
》

●
ゆ
う
あ
い
綜
合
法
律
事
務
所

　
・
弁
護
士
　
小
林
優
公

　
・
弁
護
士
　
青
木
悠
一
郎

無
料
法
律
相
談
日

《
日

　時
》

●
１
月
16
日
㈮
午
後
２
時
00
分

●
２
月
20
日
㈮
午
後
２
時
00
分

《
場
　所
》

　
本
店
相
談
室

《
税
理
士
》

●
干
川
会
計
事
務
所

　
・
税
理
士
　
干‌

川‌

芳‌

男

《
予
約
・
問
合
せ
》

　
経
済
部
　
開
発
相
談
課

※‌

ど
ち
ら
の
ご
相
談
に
関
し
て

も
予
め
電
話
予
約
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
３
５
２

－

５
２
９
２

無
料
税
務
相
談
日



１/20～２/18� 水瓶座

お　知　ら　せ INFORMATION

（全体運）上昇運です。順を追うように整っていくので流れに任せて。周囲の言葉に耳を傾けるとチャンスをつかめます
（健康運）バランスの良い食事と運動で免疫力をアップ
（幸運の食べ物）キンメダイ

カスタマーハラスメントカスタマーハラスメント
　カスタマーハラスメントとは利用者・顧客から就業者への暴行、暴言、不当な要求など
理不尽で著しい迷惑行為のことで、働く環境を悪くするものです。
　当ＪＡでは、組合員・利用者に誠意をもって対応しますが、役職員の人権を尊重するた
めカスタマーハラスメントに対応する体制の整備と防止する取り組みを行います。

　ＪＡは組合員・利用者の皆様の一番身近な相談相手として多くのご意見・ご要望を頂くことで、
より良いＪＡを目指して日々の業務に取り組んでいます。
　皆様からのご意見・ご要望には誠意をもって対応しますが、カスタマーハラスメントに該当す
る悪質なケースは、警察・弁護士等と連携して、組織として厳正に対応します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高崎市農業協同組合

身体的な攻撃
（暴行、傷害）

性的な言動
（セクシャルハラスメント）

土下座の要求
（威圧的な言動等）

誹謗中傷
（ＳＮＳ等への投稿等）

執拗な言動
（長電話、居座り）

合理的な理由のない
謝罪の要求等

身体的な攻撃（暴行、傷害）、精神的な攻撃（脅迫中傷、名誉毀損、侮辱、暴言）
威圧的な言動　土下座の要求、継続的・執拗な言動　性的な言動（セクシャルハラスメント）
拘束的な言動（居座り、監禁、長電話）合理的な理由のない商品交換・金銭補償・謝罪の要求
ＳＮＳ等への投稿による誹謗中傷（役職員の個人情報の公開、組合・役職員への名誉毀損）
プライバシーの侵害行為（無許可での写真・動画の撮影）

こんな迷惑行為が  カスタマーハラスメント



魚　座 ２/19～３/20 �

お　知　ら　せ INFORMATION

（全体運）望んでいた方向へと歩み出すことができるとき。決意を持って事に当たりましょう。助けになってくれる人も近くに
（健康運）肩甲骨のストレッチを。肩凝り解消にも効果あり
（幸運の食べ物）ミズナ

経済部 開発相談課 から

令和７年分所得 確定申告相談会日程のお知らせ
日付

地区名

令和８年２月 指　　定
税理士名 開催場所

３日㈫ ４日㈬ ５日㈭ ６日㈮ ９日㈪ 10日㈫ 12日㈭ 13日㈮ 16日㈪ 17日㈫ 18日㈬ 19日㈭ 20日㈮
片岡地区 ● ● ● ● ● 萩原　　昇 片 岡 支 店
佐野地区 ● ● ● ● 須永　　宏 高崎南支店
六郷地区 ● ● ● ● ● 吉田　信昭 高崎北支店
新高尾地区 ● ● ● ● ● ● ● 木村めぐみ 高崎中央支店
西部地区 ● ● ● ● ● ● 関根　和彦 西 部 支 店
長野地区 ● ● ● ● 西野　和志 高崎北支店
大類地区 ● ● ● ● ● 須藤　哲右 大 類 支 店
八幡地区 ● ● ● ● ● ● 須藤　哲右 高崎南支店
岩鼻地区 ● ● ● ● ● 桑原　孝夫 大 類 支 店
倉賀野地区 ● ● ● 須永　　宏 高崎南支店
京ヶ島地区 ● ● ● ● ● 箱田　浅光 高崎東支店
滝川地区 ● ● ● ● ● 筒井　　勤 高崎東支店
中川地区 ● ● ● ● ● 武藤　善行 中 川 支 店
塚沢地区 ● ● ● ● 吉井　　博 本 店
※今年の京ヶ島・滝川地区は、高崎東支店で開催しますのでご注意願います。

高崎市農林課から

　地域計画とは、地域農業を維持するために、誰が・どこの農地で・どんな作物を・どのように栽培す
るのか、これから先の地域の農業の姿を話し合い、作り上げていく将来計画です。また、地域計画に担
い手として位置付けられていることが、農地の貸借や補助事業を活用する際の条件となる場合もあります。
　本年度２回目の協議の場は、下記の日程で開催します。
　協議の場には誰でも参加できますが、特に次のような方の参加をお待ちしております。

・該当する地域で担い手として位置付けられている方・位置付けを希望する方
・該当する地域で耕作していない農地を所有している方（又はご家族）
・該当する地域で空き農地を探している農業者の方

　参加をご希望の方は、高崎市役所農林課農政担当（直通☎：027-321-1317）までご連絡ください。

日　程　表
地域 開催日 開始時刻 会　場
岩鼻 １月20日（火） 午前10時 ＪＡたかさき本店１階　特別会議室
大類 １月20日（火） 午後２時 ＪＡたかさき本店１階　特別会議室

京ヶ島・滝川 １月21日（水） 午前10時 ＪＡたかさき本店１階　特別会議室
中川・新高尾 １月21日（水） 午後２時 ＪＡたかさき本店１階　特別会議室

西部（八幡・豊岡） １月22日（木） 午前10時 ＪＡたかさき西部支店
六郷・長野 １月26日（月） 午後２時 高崎市総合保健センター３階　第４会議室
片岡 １月27日（火） 午前10時 高崎市総合保健センター３階　第４会議室

八幡（南八幡） １月27日（火） 午後２時 高崎市総合保健センター３階　第４会議室

「地域計画における協議の場」の開催について



　毎回多数の応募を頂いております 
「ＪＡだより頭の体操」の賞品は、ＪＡ
オリジナル商品「高崎うどん」を毎回
抽選で５名の皆様にお
贈りします。高崎産小麦
100％のこだわりのうど
んを是非御賞味下さい。

（尚、当選者には引換券
をお送りしますので、お
近くの「グル米四季菜館」
でお取換え願います。）

今月の問題組合員のみなさま、全員が応募出来ます。

まちがい
さがし
出題・イラスト
酒井栄子

JAだより頭の体操

⓯

応募のお知らせ

理
事
会
だ
よ
り

12
月
26
日
㈮
開
催

議
　事

第
１
号
議
案
　‌

令
和
７
年
度
第
３
四
半
期
仮
決

算
の
結
果
に
つ
い
て

第
２
号
議
案
　
榛
名
酪
連
の
減
資
に
つ
い
て

第
３
号
議
案
　‌

臨
時
職
員
就
業
規
則
の
一
部
変

更
に
つ
い
て

第
４
号
議
案
　‌

２
０
２
６
年
度
後
配
出
資
増
資

に
か
か
る
依
頼
に
つ
い
て

第
５
号
議
案
　‌

経
営
実
績
の
月
例
検
討
に
つ
い

て
　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。本
年
も
広
報
誌「
Ｊ

Ａ
だ
よ
り
た
か
さ
き
」
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
新
年
の
抱
負
や
目
標
を
立
て
ま

し
た
か
？
今
年
こ
そ
は「
初
心
忘
る
べ
か
ら
ず
」

と
意
気
込
ん
で
も
続
か
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
か
？

　
能
を
大
成
し
た
世
阿
弥
が
残
し
た
言
葉
の

「
初
心
忘
る
べ
か
ら
ず
」
本
来
の
教
え
は
、
人

生
に
は
、
初
心
者
の
時
、
人
生
の
時
々
、
老
後
、

の
３
つ
の
初
心
が
あ
る
。
初
心
者
で
も
ベ
テ
ラ

ン
で
も
、
自
分
の
未
熟
さ
を
自
覚
し
て
、
向
上

心
を
持
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
。
と
諭
し

た
と
の
こ
と
。

　
都
合
よ
く
捉
え
れ
ば
、
自
分
の
心
掛
け
や
努

力
次
第
で
、
老
い
も
若
き
も
成
長
で
き
る
と
考

え
、
今
年
も
前
向
き
に
過
ご
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

倉賀野町
平井　早苗 様
根小屋町
赤穂　清美 様

12月号の当選者
おめでとうございます

綿貫町
川田　絹子 様
下豊岡町
相川　克明 様

元島名町
真下　和子 様 （今月の応募数29通）

◆応募方法：E‒MAIL・ＦＡＸ・郵便ハガキのいずれかの方法でご応募下さい。
　　　　　　‌必要事項（答え、住所、氏名、電話番号）を記入の上、下記あて先までお送り

下さい。正解者の中から抽選で５名のみなさんに、ＪＡオリジナル「高崎うどん」
をプレゼントします。ＪＡや本誌に対するご意見・ご感想をお待ちしております。

◆あ て 先：（E‒MAIL）homepage@takasaki.jagunma.net
　　　　　　（Ｆ Ａ Ｘ）027－352－7104
　　　　　　（ハ ガ キ）〒370－0018　高崎市新保町1482
　　　　　　　　　　　ＪＡたかさき「ＪＡだより頭の体操」係
◆締め切りと正解者発表：１月15日の消印まで有効とし、正解者発表は２月号に掲載予定です。
【個人情報の取扱い】
　ご応募戴いたE‒MAIL・ＦＡＸ・ハガキは、抽選と商品発送以外の目的には使用いたしません。

■右のイラストには左のイラストと違う部分が５カ所あります。
　間違っている部分を左下の枠内の数字で探しましょう。

先月号の答え
５◆ 　　　　　　　　　　 ◆



�

発
行
人
／
五
十
嵐
俊
介
　
住
　
所
／
高
崎
市
新
保
町
1
4
8
2

編
　
集
／
編
集
委
員
会
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
0
2
7（
3
5
2
）5
2
8
8
㈹

発
　
行
／
　 高
崎
市
農
業
協
同
組
合

〒
3
7
0
－
0
0
1
8

組
合
員
に
寄
り
添
い
地
域
の
発
展
に
貢
献
す
る

Ｊ
Ａ
だ
よ
り
た
か
さ
き

家族で楽しむおいしい一皿 家族で楽しむおいしい一皿 
ハクサイの季節がやって来た!　鍋とサラダで栄養を逃さず 

いただきます

レシピ提供●料理研究家

和田麻紀子

1
JA
た
か
さ
き
1
月
号（
第
3
9
5
号
）

2
0
2
6
年
1
月
5
日
発
行

　
今
回
は
、
上
滝
町
に
お
住
い
の
菊
池
均
さ

ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
菊
池
さ
ん
は
、
全
農
に
勤
務
し
な
が
ら
農

業
に
従
事
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
一
昨
年
退
職

さ
れ
て
現
在
は
、
主
食
用
米
２
５
０
ａ
飼
料

米
50
ａ
麦
３
５
０
ａ
を
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
農
繫
期
に
は
息
子
さ
ん
も
農
作
業
を
手
伝

い
、
菊
池
さ
ん
ご
指
導
の
も
と
コ
ン
バ
イ
ン

や
田
植
機
の
運
転
を
行
い
、
今
で
は
運
転
は

息
子
さ
ん
の
方
が
上
手
と
褒
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
息
子
さ
ん
と
奥
さ
ん
は
、
多
種
類
の
野

菜
や
果
実
の
栽
培
に
力
を
入
れ
て
お
り
、
季

節
毎
に
収
穫
で
き
る
の
で
、
米
、
麦
、
野
菜

を
１
０
０
％
自
給
自
足
さ
れ
て
い
ま
す
。
近

所
の
方
々
に
採
れ
た
て
の
野
菜
を
分
け
ら
れ
る

と
新
鮮
で
安
全
と
大
変
喜
ば
れ
る
そ
う
で
す
。

　
ま
た
、
奥
さ
ん
は
ま
め
に
収
穫
し
た
果
実

で
色
々
な
ジ
ャ
ム
を
作
ら
れ
て
い
て
、
取
材

時
は
旬
の
イ
チ
ジ
ク
の
ジ
ャ
ム
を
御
馳
走
に

な
り
ま
し
た
。

　
菊
池
さ
ん
は
、
高
崎
市
の
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
を
二
期
務
め
ら
れ
て
い
て
、
地

域
農
地
利
用
の
現
場
活
動
を
通
じ
、
地
域
農

業
の
促
進
に
熱
意
を
持
っ
て
取
り
組
ま
れ
て

い
ま
す
。

　
農
業
を
続
け
て
い
く
の
に
、
プ
ー
ル
で
の

ス
イ
ミ
ン
グ
に
よ
り
健
康
管
理
、
体
力
維
持

に
気
を
つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
お

孫
さ
ん
と
楽
し
く
過
ご
さ
れ
て
い
る
の
が
、

元
気
の
源
に
な
る
そ
う
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
ご
健
康
に
ご
留
意
さ
れ
菊
池

さ
ん
ご
一
家
の
益
々
の
ご
活
躍
を
期
待
し
て

お
り
ま
す
。

（
滝
川
地
区
通
信
員
）

地
域
の
農
業
促
進
に

　
　
　
　
　取
り
組
ん
で

ー
上
滝
町
　菊
池
均
さ
ん
ー

ハクサイ…………… 1/2玉

豚ばら薄切り肉………300g

鶏もも肉……………… 1枚

春雨…………………… 50g

干ししいたけ………… 25g

ごま油…………… 大さじ2

塩………………… 大さじ1

材料（４人分）

【
作
り
方
】　
❶
干
し
し
い
た
け
は
軽
く
洗
い
、
浸
る
く
ら
い
の

水
に
入
れ
、
ラ
ッ
プ
を
し
て
電
子
レ
ン
ジ
（
６
０
０
Ｗ
）
で
２
分

半
加
熱
す
る
。
石
突
き
を
切
り
落
と
し
、
食
べ
や
す
い
大
き
さ
に

切
る
。
戻
し
た
水
は
取
っ
て
置
く
。
ハ
ク
サ
イ
は
５
㎝
幅
の
ざ
く

切
り
に
し
て
お
く
。

❷
土
鍋
に
❶
と
干
し
し
い
た
け
の
戻
し
汁
、
水
1.2
Ｌ
（
材
料
外
）

を
入
れ
て
火
に
か
け
る
。
沸
騰
し
て
き
た
ら
、
食
べ
や
す
い
大
き

さ
に
カ
ッ
ト
し
た
豚
ば
ら
、
鶏
も
も
肉
を
ほ
ぐ
し
な
が
ら
入
れ
る
。

ご
ま
油
を
入
れ
、
ふ
た
を
し
て
30
分
煮
る
。

❸
別
鍋
で
沸
か
し
た
湯
で
戻
し
た
春
雨
と
塩
を
鍋
に
入
れ
、
一
煮

立
ち
さ
せ
る
。
味
見
し
て
少
し
薄
い
く
ら
い
の
塩
味
で
仕
上
げ
る
。

【
ポ
イ
ン
ト
】　
薄
味
で
仕
上
げ
、
食
卓
で
各
自
味
を
調
え
て
楽

し
み
ま
す
。
ハ
ク
サ
イ
は
加
熱
で
栄
養
が
流
れ
出
て
し
ま
い
ま
す

が
、
鍋
料
理
に
し
て
ス
ー
プ
も
味
わ
う
こ
と
で
栄
養
を
逃
さ
ず
い

た
だ
け
ま
す
。

ピェンロー
（ハクサイと豚肉、鶏肉、

春雨の中国風鍋）

とろとろハクサイと
肉のうま味が
食欲そそる


